
59.都市内物流の共同化の効果とその促進施策

一福岡天神地区共同集配事業をケ-ススタデ ィとして-
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1.はじめに

都市内物流の小口化 .多純度化に伴い､放物和交地

山が増え､また荷捌きのための路上駐1伽(増えたため､

交通波HIT､交地公賓が激化している｡これら間適の解

決のため物流の共同化が投薬されてきているがI)､そ

の中でも｢特定地域内の｣薬種を限らない ｢すべての

荷主への｣｢共同配送 ･一括幼主荷｣を行う特定地域内
堀 ヒri-')輸送 (以下では耶に ｢共同Ali配システム｣)

は.台キロベースの交並爪の削減という点で収も凋J待

できる方式と思われる｡1射こ共同システムの導入によ

り漬物戦痕効率をiF3められること､従って交通良を削

減できることは確認されているZ)｡さらに波及効紫と

して交通公省の政和､投送徴用の別妹等を持たらすは

ずだが '川 ､過去それら社会挫折劫火を実証的に明ら
かにした研究はない｡その結氷､共同化促進のための

物流施雄にLWしても定性的な分析にとどまっている｡

そこで本研究では､共同JAだシステム導入部例のひ

とつである福岡天神地区共同雅虎棚 を放り上げ､(D

同額集が及ぼす社会的排 をモデル化し､同部藁が交

通混推､交通公害の捷軸等の効果を持つことを碓望す

るとともに､②同士Jt薬の各班用と外的条件との的係を

モデル化し､天神1､2丁目地区において物流の共同

化が成立できた外的灸件を見棲め､また同モデルを用

いての感度分析により､都市物流施茄の逢いが共同雅

E可蝶 の採井蛙に及ぼす形書を調べることをEl的とし

ている｡

2.福相天神地区共同概 gt車の汝草

A々rl1､2丁目地区(36aha)は､捻御報所歎2,161

(甜哨市の2.9,6)､卸小売年Iiil廉売額2兆86位円

(同13.9%)を狩る福岡-の中心妾者地区である.可事

薮所の中には大企藁の支店､嘗某所も多く､九州全体

の中枢横紙を担う地区と言ってよい｡

同地区では､従来運送尊者がそれぞれ雅た中を投入

して塊配送英概を行っていた｡しかし､昭和53年2月

より､交錯輸送の排除､交遡混雑の解消等を目的とし

て､同兼務を一元的に娘約する共同搬 システムを導

入し､その後改着を行いつつ現在に至っている.,現在､

この草葉へはトラック会社29社が参加しているが､実

際の運営は西棚 (株)とラック通運 (抹) (共に

本社 福岡市)によって行われている｡なお､共同集

配送の世用として各会社は､1個当たり 160円を超fS

の中から負担している｡

天神地区への配送土‡物は史比恋ターミナル (ラック

通運)で仕分けられ､1El3回 (8:00-,10.00-,

日 00-)巴逮されている｡その侶故は1E舶 3.500

個である｡一方､輿荷は夕方 (16I00-)行われた後､

淡光タ-ミナル (西鉄運輪)で各社毎に仕分けを行い､

各トラック会社へ渡されている｡1EI約 700個の娘荷

がある [図一11｡

この糊 の抱える問題のひとつに ｢ターミナルと集

配地区との連陥イ山 がある｡現在､ターミナル～天神

rl鵬 LIhをlEl1台当たり2往復しているが､その方､
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問-1 共同史記手械 の概要

市内の叔混雑区JiUを:政行するため､時間のロスが生じ

ている｡ ｢持上での駐iti･荷捌き｣の問題もある｡天

神地区は､栢阿市の繭渠･藁務の中心地であるにもか

かわらず､トラックが超人可能な非高制限のゆるい牡

瀬切が少ないため､どうしても路上に駐車せざるをえ

ず､それが交通渋滞や)歩行者の陣苔となっている｡ま

た､共同Jj!桝 が倣う荷物の比率は虎送､炎荷とも

天神地区の ｢非T71発生荷物血の30%弧 にとどまっ

ており､同可雌 の採野性を悪化させている｡ ｢労缶者
確保｣も鴎耗となりつつある｡全国に先がけて導入さ

れている共同雅配システムもいくつかの問題をかかえ

ているのである｡

3 共同雄配システムが及ぼす榊

共同JAS!システムが物流発着､荷主･荷受人､道路

利ITl省､社会･Ll三戊のJlつの壬.体に及ぼす影襟を並PJ!

く物的強者サイド〉

⊂壬1道西己の 少もl苛】イヒコ

した [図-2】｡

物流恭者においては､システム導入により使用ltl両

が削減され､軌収率の向上､遊転手不足の解消が計ら

れ､抽選コストの削減といったメリットが生じる｡た

だし､一皮に複数逆送発着の多くの荷物を取り扱うた

め､運転手の内体面､枯神面の負荷増大､ターミナル

倍み伴えコストの増大､各運送英者が荷主と直接接す

る凍会がなくなることから荷主獲得ができなくなるこ

と等のデメリットも生じる｡

荷主､荷受け人においては､決まった時r:iUに非配達

をrlうことから､定時性が確保され､また連控引き下

げがあるならば絵送兜の削減というメリットが生じる｡

一方､苗総皮な共同雑記サ-ビスを行われなければ従

米にくらペて､迅速､尽l時､多頻度性に欠けることと

なるといったデメリットも生じる｡

次に､血路利用者においては､放物番交通血のmJJは､

不放任iliの削減等により､交通混雑の解消といったメ

リットが生じるが､駐件鮮時rL;)が長い共同･Ai巳辞両に
よる交通阻韻といったデメリットも生じることとなる｡

瓜後に社会･住民サイドにおいては､交通公賓の捷

fl1､消印エネルギ-の削減が期待できる｡また輸送竹

が削減されれば､商品価格がその分安くなりひいては
物価が下落することも考えられる｡

く迎指利用者サイド〉
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以上､共同雄髭システムは様々な脚 を及ぼしてい

るが､各々のメリット､デメリットは互いに深くF娼迎

している｡これらを定瓜化し共同紙 システムの社会

的膨背､獅 物部漉技科人効丑を明確にしていく必要

がある｡

4.共同JR髭システムの細 モデルの構築

(1) 棚 モデルの仕出づけ

共同雄配システムは ｢効率性｣｢公平性｣の両地
点から評鈷しうる｡このうち効率性の評価の理念型

は､ ｢すべての披杉村1:体の付溢の総和から'(Mlの

秘和を差し引いた社会的便益を櫓横としての秤札】

であり､公平性の..W のu念型は ｢被膨甘主体ごと

の便益から22用を引いた耗便益のばらつきを持接と

しての評価｣である｡

本論文では効率性評価にFXJ迎させ､共同娘配シス

テムに1-i.i接係わらない (外部の)道路利用者､社会

･住民に相弔する劾米である｢交盛況姓｣｢交通公
墳｣｢エネルギー消竹｣の3つの形材を押紙する｡
また､公平性評価の一環としてIJt=同JR配システムの

光用を井定するモデルを構築し､共同姓氏システム

の促脚 としての雅市物批施熊 (駐iI鳩のネット

ワーク化､付だ凝析つ捌 き切lj.ど)の採詐牲向上効
妹を計測する 〔衣-1]｡

表-1 モデルの概饗

名 称 概 iEL

交盛混推評価モデル

刑田モデル 益雫讐鮎 手話 芸警告i=Lよる"Ol敵組 .LF妄 益 蛋g適 警蔓娼

剛 の封を上汁ギ-桐や評価モデル 共同Rt配システムのエネルギ
ー消費血に与る誰 読

翫 …緋 謎 - ､走共同また一里丑用モデル 共同牡鹿システムの採
罪性を倹糾するためのモデル同システムの5-3り｣こげは､1倍当り娘

配意欝 難 読 嘗擢 蔓辞 去

(2) 評価モデルの捕集評価モデルの詳細は鼓-2､裁13のとおりであ

る｡ 衣-

2 紳師

モデルl悶 数姦歪 TABT2

TA8 挽藍顎ヲ冨7日)讐 ル 露 晶あら
呈巌 息別称悪 葦慧蒜聖壷誓 謁には宇島㌢)交通

撃 ル p-∑PEiRl
NLC

強 腰 翌 等貞婦 .(fシ日,エネル

ギー鶴モテリレ E :Fl:
H

l:L▲:5.1も同躯配解凍の社

会的鮎群の評価共同紙 システムの導入の社会的形

鞍を粕 するためには､まずとの樫皮交｡逝瓜が削減される

かを見極めなければならない｡天神共同雑記享J喋 では現在34台

のil1両 (4トンIfi4台､2トン非:22

台､軽トラック8台)を有しているが､各車両はぽ2往復する

ため一口の延べ台数で68台､1往役15k■として台

キロベースで 1,020台キロが投入されている｡一方､皿送

凝着へのヒアリング調炎によれば､共同JA-1巳･郡

薬がない機会には各社が3台の2L串を2往復させるこ

とになると盟われる｡したがって参加29社の延べ投入車両は

174台(3台×2往役×29杜)､台キロベースで 2.610

台キロとなり､68台､ 】.020台キロとの定一EIあ

たり 106台､1.590台キロが共同雅紀邸掛 人による削

減交逝iiiとなる｡また､実悲調杢 (1992年4月

】6日実施)によれば､各雄両は天神1､2丁目地区で

5回程度駐Ifiをしている｡したがってトリップベースで

の削減交通灘は 530トリップ (5トリップ×106

台)となる｡共同娘配fj脚 人の交iEF混搬 和に
与える彬軌こ関しては､天神地区の幹扱道路 (渡辺遡り)の交

通免が31.635台 (平成2年滋路交通センサス

)であるため､仮に別状史幽 530トリップの半分が

同幹扱道路を利用すると仮定しても0.8%減の紺 にとど

まる｡幹叔皿路の脱姓抜flTには寄与しないと言え

る｡しかし､幹叔正路以外の街区道路では､ピーク時に

荷捌き畔の占有がはば100%になる簡所がいくつか存在している｡
一回あたりの平均駐雑時間i･16分も)とすると､530ト



求-3 共 同 如 配 控用 モ デ ル
EYjパーメ-
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rt,=, .. ≦ 毒リップの延べ駐ITi時FiiTは 14L台

時 (16分×530トリップ/60分)となり､-Elの

路上駐il主時rZU吏新値 2.070台時の 6.8

,6となっている｡しかも共同非記坤Ktが存在しない場合に生じるこの 6.8%の路上駐神器婆の

増加は､特定の街Ki酌糾こ雄申して発生する可能

性が高く､交通混雑に拍車がかかるはずである｡

交並公音に測しては､天神地区の自動軸排ガス淵定局

の周辺の交通鬼のデータから､共同雄配司喋 による交逝血

削減の影博を推定した｡上記測定局は2つの幹線二道柊の交差点にあり､両

辺路の交通虫の和ま12時糊で小型非JI3,270台

､大型車 6.917台となっている｡20kJ/

時樫皮の速度でのj勝 り排出係数は､大型iBで小型非の8倍

軽度であるから､上記交通払まJJ嚇 換界で9臥606

台となる｡削減交温和540卜1)ップすべてがこの

交差点を利用していたと考えても05%にすぎない.また､

天神地区のN02に対する自動碑の寄与率を他称 Fを参考に80%程度と収

定すると､N0_,惑旋削漉軸梨は 0.4%程皮に落ちてしまう｡平

成元年度の352 天神地区NOコ濃度0

063ppq(環境逆鞘-006pFXD)に対しても

0_001pL洞来状の影概でしかない｡共同iJa
定評芙導入による消tiLェネルギ-節約効果に甜し

ては､天中ll地区を通行する自動車の消世エネルギ-との比率

を指標とした｡まず現在の嫡出エネルギ-を井出するため

には､車細別現交通it(小製榊3,270台､大型並6.917台)

に､昨税別平均 トリップ長 (小型恥10.3kJD

､大型車11.3kLb-平成2年道路交通センサス)を跡 ナ

車軒別抵台キロを求めておくO次に都市部の平均旅行速度 (20kDl/

時粍虻)での瀕種別燃料桐2-2率 (,J@非98kJn/C､大

型非 4.8kJ)/A)で除すことによって総桐空士エネルギーは61,968A (1
03kJl×43.270台/9.8kn/I+ll

3kコ×6.917台/ A,8kJ/I)と求められ

るB一方削減交遊位はFV1-述のように台キロベースで

1,590台キロだから､エネルギー換井すると1
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6.兆同報配可喋促進のための好市物施施策

パラメータを変化させての蹴 分析により､天神地

区において共同耀野菜が成り立っている姦件を操っ
た｡

まず､人件矧こついてみると､その放せ用に占める

比率が約70%であるため彫軒は大きい｡しかも､現在

の平均年収は 600万円 (税､社会保険磁用者負担分､

退職金を含む｡ 1,500円/時に時給襖許可frE.)と低

い｡もし仮に､人件竹が10%r..lh-かったとすれば､搬出

用は 71,6増加するため､共同JLl配王I唖の援宮は非常

に厳しくなる｡ちなみに､昭和60咋皮の畑京の1人当

たりLI誌見所手馴ま福岡の159倍に相当する｡

次に､汲姓の形軒についてみてみると､もし仮に､

平均泡姓皮が10%高く､また､平均旅行速度が10%選
かったとすると､投光用は2196の増加となる｡共同

紙 !l喋の牡用の面からみると､混鰍まあまり大きな

鮭苛を及ぼしていないと考えられる｡しかし､考察対

象をトラック車者29杜まで拡げろと､そこでは破我率

が低いため混姓による時fiil増､人件班梢の鮭背がより

大きくなる｡捺染として､共同弘だ至rLJXiへ指物を委託

する判合 Ot･同化率)が詰まるとすれば､共同躯だJIri

濃の楳井蛙が向上すると考えられる｡

次に､誠一5に示した941EJの榔市物批施韻が共同
JJ!l監IJr;Rの採井tkにどのようli効iAtを及ぼすかを評仙

する｡

物拡施錠を導入すると､駐却スペース確保時JiSl･よ

こ持ち移動時間･たて持ち移動相i'JZIt塩船されること

によって人件丑の節約を図ることができるが､一方で

栽-4 野川モデルケーススタディ

7T E-q;正』面相潤 払初p=1buJ1/1日 Hヨr)771月リ■I十日
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1.JbU十円i,～ ⅠFa ■tlrlliiL-

C1 ‖▼l ●

し4 bJI■
n.- 只 ^台i,< hllトトLJfし.. zE- lldl什HCT nl=:14幸手



衷-5 雌市 物 流 施 ĴZの 劫 火

施策名 内 容 Lー -LR.Llよこ持ちi.U ■∽ li..たて持ち洗7iJl臨F.'tl由無 rl.r2兆同比率採井性向上効娘r
%ー 術 語 の111胡u)わtワ-1化 覇錯 節 讐ub'窟･yA Ii一. 50 50 0 0.5 0.3 )え川U叔3
.4何jL-棚>Lで色相ーTTtt(東胡労荷捌き朝 三 .i,I .設位を義務づけ 50

90 0 0.5 0.3 8.4 同 上卜フック 票望藍 幣 蓋喜 5(ー
50 0 0.5 0.3 3,4 何王壬;よひ巡送業者

-LliJ切 雪詣 富男蒜巌 0 70 0 0.1 0.3 7.9 同 上

バ-干ングメ-タ施茄貰'芸,笥措置空7幸 50 20 0 0.2 0.3 2.

2事川i庇え取扱まり 1朋野まり旬王化､ 80 50 0

1.0 0.3 0.1 描 F=品と-長堀貰蔓 i-一概弓l窄け 0
D 100 0.1 0.3 15.0 荷 主RI配料金への16円の榔肋 0 0 D 0.1 0.3 コスト政事79.9 行 政

三 一左 , 義へ引卜げる 0 0 D 0.1
0,33 コスト7RTA7.4 (行政の指導)

7.おわりに天神地区共同媒記11喋 の社会的

影軌ま大きなものではなかった｡街区必絡以外での交遊混雑の緩和､

交滴公辞の政和､エネルギー消ぎ%-tの廊約のどの点

でも､その効果は岱かなものであった｡しかし､天神1､

2TEL地区は､福岡市のCBD657.3h

a(天神から博多駅までの商炎地域)の 56%を占

めるにすぎない｡他地域でも同様の共同JLi配システムの帝人が図られれば

効児は巣私的に芯まると思われる｡というのも､この

地域には迂回ルートが少なく､天神1､2丁目地区

以外のCBI)へのt亨物非の多くが同地区を通

過しているからである｡都市物流施策の導入によ

り､駐韓スペース確保時間等が節約され､共同躯配即

発の採井蛙が向上することが分かったoただし､それぞれの

施茄は､駐j蛸 のネットワーク化､ビル背部会社一括荷受

をはじめ､荷主および荷受人等の負担を増加させるも

のである｡このfL担V,'が正当化されるか､否か

､すなわち､物流システム改昔のためのItl用をいかに公

平に負担すべきか､の判定には､物流姓者､荷主･

荷受人､迫拓利用者､社会･住居 (よって行政)の

それぞれが受ける便益と徴用のより一層正確な把握

が不可欠である｡354 なお､本論文をま

とめるにあたり

､出頚な助言及びご助力をいただい

た (樵)福山コンサルタントの中村･池田両氏と鎚設省

､桁同市､節陶県トラック協会の関係者､特に天神共同雄配即発の大浜

氏に､謝意を表します｡ 参 考

文 献1)物雌 研究会 (1988). ｢ソフ

ト化･システム化･ネットワ-ク時代の

物況｣.ぎょうせい.pp23ト3152)福岡炊ト

ラック協会･範岡陸迎吊(1984),｢

天神地区共同姫配システムの将来の展望のための誠礎瀦査報

告び｣.pp79-1123)鹿払茂 (1988). ｢欧米の都市物流対集｣,

防市刑画,154号,pp36-424)槻木敏則(1991),

｢物流システム高射 ヒの社会経済的形廿の評価｣,高速道特

と自動取 第34巻.罪6号,pp21-
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